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広告デザインから施工まで一貫体制で
想像を超える感動を提供する
デコラティブシステム株式会社

本　　社：大阪府吹田市
設　　立：1980年2月
売  上  高：27億円（2023年12月期）
従業員数：174名（2024年4月現在）
銀行取引店：三菱UFJ銀行新大阪支店

　広告や建物の壁面サイン、案内表示などに用いら
れるフィルム素材の耐候性や施工性が向上したことに
加え、素材にデザインを印刷するプリンターの技術革
新も顕著な昨今、屋外グラフィックスの表現力が一段
と高まっている。バスや電車のボディに施されたラッピ
ング広告をはじめ、ビルをまるごとフィルムで覆う外壁
デザイン、トリックアートを取り入れた床面装飾、駅や
病院、美術館に設置される案内板など、フィルムやシー
トによる広告・デザインは現代社会のあらゆる場面で
利用されており、人々の日常を支える社会インフラとし
て不可欠な存在になっている。
　デコラティブシステムは1980年にスリーエムジャパ
ンに勤務していた鶴見芳

よし

令
はる

会長によって創業された。
当時は営業車両などに表示される社名やロゴが塗装
からフィルムに切り替わる過渡期であった。フィルムで

バスやトラックのラッピング広告など、交通グラフィック
スを主力事業とするデコラティブシステムは、広告デザ
インから施工に至る一貫体制を確立し、顧客に対する
提案力を高めてきた。魅力的なデザインを具現化する
ことで美しい街づくりに貢献するだけでなく、視認性の
高い案内表示を通じて人々の快適な暮らしにも役立っ
ている。
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杉森健一大阪本社CEO（写真前列中央）

スイスキュープリントは油絵のような立体的な質感や、重ねて貼り合わせた
ようなデザインのものまで印刷でできてしまう

あれば均一なデザインを短期間で施工することができ
るため、トラックを大量に保有する流通業など、大手企
業からの依頼が相次いだという。
　創業以来の取引実績は現在までに5000社を超え、
主力事業である交通グラフィックスを中心に、同社は
年間1万5000以上の案件を手がけている。その強み
は、企画から施工に至るプロセスをワンストップで担え
ることと、全国対応が可能な施工体制にある。
「じつは、デザイン部門と製作部門、そして施工部門
はそれぞれ独自性が高く、とくに請負業の慣習が根強
い施工部門は職人的な気質が顕著。従来は一貫体制
の確立が難しいとされてきました。しかし、施工部門を
含む対応が実現すれば、企画とデザインに関するトー
タルな提案がワンストップで可能になります。さらに、品
質についても私どもが責任をもつことができるため、お
客さまに安心していただけます。そうした考えのもと、
現場を重視してきた創業者が中心となって給与体系
や勤務形態を工夫して、業界でも稀有な一貫体制を
整えることができました。このしくみこそが、私どものイ
チバンの強みだと考えています」
　大阪本社CEOの杉森健一氏は、同社が培ってきた
特徴をこう語る。現在は施工部門に約30人の技術者
を抱えるだけでなく、同社でノウハウを学び独立した施
工業者など、およそ400社に及ぶ協力会社とのネット
ワークを確立。全国的な広域対応を実現した。

率直な意見交換により
部署を超えて結束を図る

　2022年の就任以来、一貫体制の強化に向け、杉森
CEOは部署を超えた「結束」をテーマに掲げて、組織
再編と若手人材の抜擢に取り組んできた。また、毎月

一回、各部署の若手リーダーたちが参加する「一貫サ
ービスミーティング」を開催し、情報共有と相互理解の
場としている。ミーティングでは、他部署に対する要望
も含めて率直な意見が交わされる。むろん、次世代を
担う人材の議論だけに、全社的な視点に立った前向
きな議論に集約されるケースが多いという。
　一方、23年には国内でも導入例が少ない最新型の
プリンターを導入し、技術面でも提案力の強化を図っ
た。油絵のようにインキを重ねる積層印刷や高精細な
色彩表現が、潜在的な顧客ニーズの発掘に役立つと
期待されている。
「個人では難しいことも、立場の違いを超えて力を合
わせれば実現します。それが組織の強みであり、仲間
と協力する仕事の醍醐味でもある。今後も提案のクオ
リティを高めて、お客さまには想像を超える感動を味わ
っていただきたいと思います」

金属やガラスにも立体印刷が可能な最新鋭機械、スイスキュープリントは
世界に300台しかない

大阪万博に向けた市営バスのラッピングは、バスの車体に貼り付ける作業
までデコラティブシステムで一貫して請け負っている


